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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
略垂直に姿勢が保持され略水平断面がコ字状の支柱、
前記支柱のコ字状の内部に固定されたチップ部を、上記支柱の高さ方向に間隔を隔てて複
数個設置し、
前記支柱の高さ方向において上下関係に設置されている上部側の上記チップ部の下面と、
下部側の上記チップ部の上面と、上記支柱のコ字状の内部の両内側面とにて形成された開
口部を有する固定具と、
前記固定具の前記開口部に着脱自在に取り付けられる支持具と、
前記支持具に固着され荷重を支持する受け具とを備えた支持装置であって、
各前記チップ部の上面が、
前記支柱のコ字状の閉鎖側から開放側に向かうほど上方側に傾斜する上側傾斜面と、前記
上側傾斜面に連続して前記支柱のコ字状の開放側に至る第一水平面とにて形成され、
各前記チップ部の下面が、
前記支柱のコ字状の閉鎖側から開放側に向かうほど上方側に傾斜して開放側に至る下側傾
斜面にて形成され、
前記支持具の上面には、前記下側傾斜面に当接する第一接面が形成され、
前記支持具の下面には、前記上側傾斜面に当接する第二接面および前記第一水平面に当接
するとともに前記第二接面に連続する第三接面が形成され、
前記支持具の両側面は、前記固定具のコ字状の前記両内側面に当接する第四接面および第
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五接面にて形成されている支持装置。
【請求項２】
略垂直に姿勢が保持され略水平断面がコ字状の支柱、
前記支柱のコ字状の内部に固定されたチップ部を、上記支柱の高さ方向に間隔を隔てて複
数個設置し、
前記支柱の高さ方向において上下関係に設置されている上部側の上記チップ部の下面と、
下部側の上記チップ部の上面と、上記支柱のコ字状の内部の両内側面とにて形成された開
口部を有する固定具と、
前記固定具の前記開口部に着脱自在に取り付けられる支持具と、
前記支持具に固着され荷重を支持する受け具とを備えた支持装置であって、
各前記チップ部の上面が、
前記支柱のコ字状の閉鎖側から開放側に向かうほど下方側に傾斜する上側傾斜面にて形成
され、
各前記チップ部の下面が、
前記支柱のコ字状の閉鎖側から開放側に向かうほど下方側に傾斜して開放側に至る下側傾
斜面と、前記下側傾斜面に連続して前記支柱のコ字状の開放側に至る第一水平面とにて形
成され、
前記支持具の下面には、前記下側傾斜面に当接する第一接面が形成され、
前記支持具の上面には、前記上側傾斜面に当接する第二接面および前記第一水平面に当接
するとともに前記第二接面に連続する第三接面が形成され、
前記支持具の両側面は、前記固定具のコ字状の前記両内側面に当接する第四接面および第
五接面にて形成されている支持装置。
【請求項３】
前記開口部の開口は、高さ方向の長さが横方向の長さの５倍以上である請求項１または請
求項２に記載の支持装置。
【請求項４】
前記支持具には、前記第一接面に連続する第二水平面が形成され、かつ、
前記第三接面に連続する垂直面および前記垂直面に連続する第三水平面が形成される請求
項１から請求項３のいずれか１項に記載の支持装置。
【請求項５】
各前記チップ部は、前記支柱にネジ止により前記支柱のコ字状の内部に固定されている請
求項１から請求項４のいずれか１項に記載の支持装置。
【請求項６】
前記固定具は、コ字状の閉鎖側に外部から電源を送電する配線部を有し、
前記支持具は、前記固定具に装着した際のコ字状の閉鎖側の端部に、前記配線部に接触し
て前記固定具の前記開口部の開口側から外部に電源を引き出す電源部を有する請求項１か
ら請求項５のいずれか１項に記載の支持装置。
【請求項７】
前記電源部は、前記配線部と接触するスプリング電極部と、
前記スプリング電極部に接続される引き出し線部とにて形成されている請求項６に記載の
支持装置。
【請求項８】
前記チップ部は、
前記上側傾斜面および前記下側傾斜面が、略水平方向とのなす傾斜角が略１６０度にて略
平行に形成されている請求項１から請求項７のいずれか１項に記載の支持装置。
【請求項９】
請求項１から請求項８のいずれか１項に記載の支持装置において、
前記支柱を一対有し、
一対の前記支柱の前記開口部は、高さ方向において略同一箇所に形成され、
一対の前記支柱の高さ方向において略同一位置に形成され一対の前記開口部に挿入される
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一対の前記支持具を有し、
一対の前記支持具の一対の前記受け具は、一対の前記受け具を跨がる荷重を支持する支持
装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、荷重（尚、荷重とは、支持装置が支持するべきもののことを示すものであ
り、以下においても同様に示すものである。）の設置位置を縦方向において自由に変更で
き、かつ、荷重を支持する箇所がぐらつくことを抑制でき、かつ、荷重を支持する箇所の
設置箇所の露出を小さくすることができ、かつ、低コストにて形成できる支持装置に関す
るものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来の棚装置は、左右に並ぶ支柱は、長方形断面を有する例えば鋼製のもので、少なく
ともその前面には、多数の係止孔が左右２列として列設されている。係止孔は、棚板の側
端部を支持するブラケットを係止させるものである。前後方向を向くブラケットは、左右
の支柱間の内方を向く棚板支持用の水平片を上端に有するとともに、後端に、支柱の係止
孔に係合可能な下向きの３個の係止爪を有しているものである（例えば、特許文献１参照
）。
【０００３】
　従来の物品支持装置は、上方端が開口する断面四角の直柱状の中空穴が傾斜状態となる
ように支柱に固定される筒状の固定具と、荷重受け部および荷重受け部の後端に所定の傾
斜角度をもって連設され固定具の中空穴に挿通可能なようにその断面が中空穴の断面より
微小寸法小さい四角の直柱状に形成された係止部を有する荷重支持具とを備え、係止部を
中空穴に挿入したとき係止部の先端（後部）面が固定具に当接しないように、係止部の長
さを中空穴の深さ寸法より短いものとし、荷重支持具の係止部を固定具の中空穴にその上
方端から抜き差し可能に直線的に挿入した後、荷重支持具の自重により係止部の先端（後
部）上縁と付け根部（前部）下縁との２個所を固定具の中空穴面に接触保持させて荷重支
持具を固定具に対して係止させているものである（例えば、特許文献２参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００６－２８０８１０号公報
【特許文献２】特開２０１２－２４９７２１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　特許文献１に記載の従来の棚装置によれば、棚を指示するブラケットの設置位置を縦方
向において自由に変更することができるものの、棚を支持するブラケットが係止爪により
設置されているため、ぐらつきが発生したり、また、棚を支持するブラケットが複数の係
止爪にて設置されているため設置箇所が大きく露出したりという問題点があった。
【０００６】
　また、特許文献２に記載の従来の物品支持装置によれば、棚を支持する荷重支持具の設
置において、ぐらつきが発生しにくく、棚を支持する荷重支持具の設置箇所がほとんど露
出されることはないものの、設置した後に、棚を支持する荷重支持具の設置位置が縦方向
においてあらかじめ設定されているため、自由に変更することができないという問題点が
あった。また、棚を支持する荷重支持具の設置位置を縦方向において自由に変更可能とす
ると荷重支持具が多数個必要となり高コストになるという問題点があった。
【０００７】
　この発明は上記のような課題を解決するためになされたものであり、荷重の設置位置を
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縦方向において自由に変更でき、かつ、荷重を支持する箇所が設置においてぐらつくこと
を抑制でき、かつ、荷重を支持する箇所の設置箇所の露出を小さくすることができ、かつ
、低コストにて形成できる支持装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　この発明の支持装置は、
略垂直に姿勢が保持され略水平断面がコ字状の支柱、
前記支柱のコ字状の内部に固定されたチップ部を、上記支柱の高さ方向に間隔を隔てて複
数個設置し、
前記支柱の高さ方向において上下関係に設置されている上部側の上記チップ部の下面と、
下部側の上記チップ部の上面と、上記支柱のコ字状の内部の両内側面とにて形成された開
口部を有する固定具と、
前記固定具の前記開口部に着脱自在に取り付けられる支持具と、
前記支持具に固着され荷重を支持する受け具とを備えた支持装置であって、
各前記チップ部の上面が、
前記支柱のコ字状の閉鎖側から開放側に向かうほど上方側に傾斜する上側傾斜面と、前記
上側傾斜面に連続して前記支柱のコ字状の開放側に至る第一水平面とにて形成され、
各前記チップ部の下面が、
前記支柱のコ字状の閉鎖側から開放側に向かうほど上方側に傾斜して開放側に至る下側傾
斜面にて形成され、
前記支持具の上面には、前記下側傾斜面に当接する第一接面が形成され、
前記支持具の下面には、前記上側傾斜面に当接する第二接面および前記第一水平面に当接
するとともに前記第二接面に連続する第三接面が形成され、
前記支持具の両側面は、前記固定具のコ字状の前記両内側面に当接する第四接面および第
五接面にて形成されているものである。
【０００９】
　また、この発明の支持装置は、
略垂直に姿勢が保持され略水平断面がコ字状の支柱、
前記支柱のコ字状の内部に固定されたチップ部を、上記支柱の高さ方向に間隔を隔てて複
数個設置し、
前記支柱の高さ方向において上下関係に設置されている上部側の上記チップ部の下面と、
下部側の上記チップ部の上面と、上記支柱のコ字状の内部の両内側面とにて形成された開
口部を有する固定具と、
前記固定具の前記開口部に着脱自在に取り付けられる支持具と、
前記支持具に固着され荷重を支持する受け具とを備えた支持装置であって、
各前記チップ部の上面が、
前記支柱のコ字状の閉鎖側から開放側に向かうほど下方側に傾斜する上側傾斜面にて形成
され、
各前記チップ部の下面が、
前記支柱のコ字状の閉鎖側から開放側に向かうほど下方側に傾斜して開放側に至る下側傾
斜面と、前記下側傾斜面に連続して前記支柱のコ字状の開放側に至る第一水平面とにて形
成され、
前記支持具の下面には、前記下側傾斜面に当接する第一接面が形成され、
前記支持具の上面には、前記上側傾斜面に当接する第二接面および前記第一水平面に当接
するとともに前記第二接面に連続する第三接面が形成され、
前記支持具の両側面は、前記固定具のコ字状の前記両内側面に当接する第四接面および第
五接面にて形成されているものである。
【発明の効果】
【００１０】
　これらの発明の支持装置によれば、
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荷重の設置位置を縦方向において自由に変更でき、かつ、荷重を支持する箇所がぐらつく
ことを抑制でき、かつ、荷重を支持する箇所の設置箇所の露出を小さくすることができ、
かつ、低コストにて形成できる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】この発明の実施の形態１の支持装置の構成を示す斜視図である。
【図２】図１に示した支持装置の固定具の構成を示す正面図および背面図である。
【図３】図１に示した支持装置の固定具の構成を示す右側面図および左側面断面図である
。
【図４】図１に示した支持装置の固定具の構成を示す平面図および底面図である。
【図５】図１に示した支持装置の固定具の組み立て方法を示す斜視図である。
【図６】図１に示した支持装置の固定具の支柱の構成を示す平面図である。
【図７】図１に示した支持装置の支持具を固定具に挿入し受け具に荷重を装着した状態を
示す左側部分断面図である。
【図８】図７に示した固定具のチップ部の構成を示す左側面図、平面図、底面図、正面図
および背面図である。
【図９】図７に示した支持具の構成を示す左側面図、右側面図、平面図、底面図、正面図
および背面図である。
【図１０】図７に示した支持装置の支持具および受け具の構成を示す左側面図である。
【図１１】図１に示した支持装置の支持具および受け具の他の構成を示す左側面図である
。
【図１２】図１１に示した支持具の構成を示す左側面図、平面図、底面図、正面図および
背面図である。
【図１３】この発明の実施の形態１の支持装置の荷重部の他の構成を示す斜視図である。
【図１４】この発明の実施の形態２における支持装置の固定具のチップ部の構成を示す左
側面図、平面図、底面図、正面図および背面図である。
【図１５】この発明の実施の形態２における支持装置の支持具の構成を示す左側面図、平
面図、底面図、正面図および背面図である。
【図１６】この発明の実施の形態２における支持装置の固定具の構成を示す右側面図およ
び左側面断面図である。
【図１７】図１４、図１５、図１６に示した支持装置の支持具を固定具に挿入し、支持具
に受け具が固着された状態を示す左側部分断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
実施の形態１．
　以下、本願発明の実施の形態について説明する。図１はこの発明の実施の形態１におけ
る支持装置の構成を示す図である。図２は図１に示した支持装置の固定具の構成を示す図
である。図２（ａ）は正面図、図２（ｂ）は背面図である。図３は図１に示した支持装置
の固定具の構成を示す図である。図３（ａ）は右側面図、図３（ｂ）は左側面断面図であ
る。図４は図１に示した支持装置の固定具の構成を示す図である。図４（ａ）は平面図、
図４（ｂ）は底面図である。
【００１３】
　図５は図１に示した支持装置の固定具の組み立て方法を示す斜視図である。図６は図１
に示した支持装置の固定具の支柱の構成を示す平面図である。尚、図６は支柱の平面部の
詳細を示すものである。図６以外の図に示す支柱は、その詳細な部分を省略して示してい
る場合もある。図７は図１に示した支持装置の支持具を固定具に挿入し受け具に荷重を装
着した状態を示す左側部分断面図である。図８は図７に示した固定具のチップ部の構成を
示す図である。図８（ａ）は左側面図、図８（ｂ）は平面図、図８（ｃ）は底面図、図８
（ｄ）は正面図、図８（ｅ）は背面図である。尚、固定具のチップ部の右側面図は、図８
（ａ）と対称にあらわれる。
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【００１４】
　図９は図７に示した支持具の構成を示す図である。図９（ａ）は左側面図、図９（ｂ）
は右側面図、図９（ｃ）は平面図、図９（ｄ）は底面図、図９（ｅ）は正面図、図９（ｆ
）は背面図である。図１０は図７に示した支持装置の支持具および受け具の構成を示す左
側面図である。但し、図１０においては、支持具の電源部は除いて示している。図１１は
図１に示した支持装置の支持具および受け具の他の構成を示す左側面図である。図１２は
図１１に示した支持具の構成を示す図である。図１２（ａ）は左側面図、図１２（ｂ）は
右側面図、図１２（ｃ）は平面図、図１２（ｄ）は底面図、図１２（ｅ）は正面図、図１
２（ｆ）は背面図である。図１３はこの発明の実施の形態１の支持装置の荷重部の他の構
成を示す斜視図である。
【００１５】
　図において、支持装置は、固定具１と、支持具２と、受け具３とにて構成される。これ
らは例えば、加工性および耐久性に優れたアルミ材にて形成されている。尚、アルミ材に
限られることはなく、低コストとなるスチール材にて形成することも可能である。これら
を形成する材質は、用途およびコストに応じて適宜設定することが考えられる。
【００１６】
　固定具１は、支柱４と、複数のチップ部５と、開口部６とを有する。
　支柱４は、設置具７により例えば床上に設置される。よって、支柱４は略垂直方向Ａに
姿勢が保持される。さらに、支柱４は略水平方向Ｂの略水平断面がコ字状にて形成されて
いる。
　設置具７は、Ｌ字具部７１と、電源接続部７２と、底板部７３とにて構成されている。
　Ｌ字具部７１は、支柱４を設置するためのものである。
　電源接続部７２は、支柱４の後述する配線部に電源を供給するためのものである。
　底板部７３は、Ｌ字具部７１および電源接続部７２を載置するものである。
【００１７】
　尚、電源を供給するための電源接続部７２は、一対の支柱４の両方に設置する必要はな
く、いずれか一方のみに形成すればよい。よって、図１においては、紙面上左側に位置す
る設置具７には電源接続部７２を備えていない。
　また、本実施の形態１において設置具７は、床上に支柱４を設置する場合の例を示した
。しかしこれに限られることはなく、例えば、支柱４が天井に設置される場合がある。ま
たは、支柱４が壁面に沿わせるように設置する場合がある。このように、支柱４は、支柱
４の姿勢が略垂直方向Ａに保持されるものであればいずれの場合および形状であっても同
様に設置することが可能となる。また、ここでは支柱４と設置具７とを別々にて形成する
例を示した。しかしながら、支柱４が設置具７の機能を有するように構成してもよい。
【００１８】
　そして、チップ部５は、支柱４のコ字状の内部に複数個固定されている。
　このチップ部５の固定箇所は、支柱４の高さ方向Ａに一定の間隔Ｈ１を隔てて設置され
るものである。尚、略垂直方向Ａと高さ方向Ａとは同一方向であり、同一符号を付して示
す。以下においても同様に示すため、その説明は適宜省略する。
　これは一般的に、支持装置に商品などをディスプレイする際において、高さ方向Ａにお
いて位置決めが必要となる範囲にて設定されるものである。例えば、間隔Ｈ１は４０ｍｍ
から５５ｍｍなど適宜設定することが可能である。一例として間隔Ｈ１が４２ｍｍのもの
が考えられる。
【００１９】
　そして、開口部６は、支柱４と、これらチップ部５とにより構成されるものである。
　すなわち、開口部６は、支柱４の高さ方向Ａにおいて上下関係に設置されている上部側
のチップ部５の下面５０と、下部側のチップ部５の上面５１と、支柱４のコ字状の内部の
両内側面４０としての第一内側面４１および第二内側面４２とにて形成されている。
　さらに、支柱４の閉鎖側Ｘ１には、配線溝部４３が形成されている。この配線溝部４３
には外部から電源を送電する配線部４４が配設されている。また、支柱４には、複数のチ
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ップ部５を固定するためのネジ止め部４５が形成されている。
【００２０】
　尚、配線部４４は、電源が必要となる荷重が設置される場合のみ必要であり、電源を必
要としない場合には、設置する必要はない。よって、その場合は、配線溝部４３が形成さ
れていなくともよい。また電源を必要としない場合であって、かつ、配線溝部４３が形成
されている場合は、配線溝部４３に配線部４４を設置する必要がない。
【００２１】
　そして、チップ部５の上面５１は、上側傾斜面５２と第一水平面とにて形成されている
。上側傾斜面５２は、支柱４のコ字状の閉鎖側Ｘ１から開放側Ｘ２に向かうほど上方側に
傾斜する。第一水平面５３は、上側傾斜面５２に連続して支柱４のコ字状の開放側Ｘ２に
形成されている。また、チップ部５の下面５０は、下側傾斜面５４にて形成されている。
下側傾斜面５４は、支柱４のコ字状の閉鎖側Ｘ１から開放側Ｘ２に向かうほど上方側に傾
斜して開放側Ｘ２に至るように形成されている。そして上側傾斜面５２は、略水平方向Ｂ
とのなす傾斜角θが略１６０度にて形成されている。尚、傾斜角θの略１６０度とは、荷
重を支える上で最適な例として示したが、±２度程度の誤差範囲であれば同様の効果を奏
する。
【００２２】
　また、下側傾斜面５４は、上側傾斜面５２と平行に形成されている。さらに、各チップ
部５は、固定具１の支柱４のコ字状の両内側面４０に当接する。よって、チップ部５には
、第一内側面４１に当接する第一側面５５、および、第二内側面４２に当接する第二側面
５６が形成されている。このようにチップ部５は、略垂直断面が矩形状となる簡便な形状
にて構成されている。また、チップ部５は、支柱４のコ字状の内部に固定するためのネジ
穴５７が、第一側面５５から第二側面５６に渡って貫通して形成されている。
【００２３】
　そして、開口部６の開口は、高さ方向Ａの長さＴ１が横方向の長さＴ２の５倍以上であ
る。開口部６の一例として、長さＴ１が３３ｍｍ、長さＴ２が６．２ｍｍのものが考えら
れる。また、開口部６の略水平方向Ｂの長さＴ３は３９ｍｍ、チップ部５の横方向の長さ
Ｗ１は６ｍｍ、チップ部５に略水平方向Ｂの長さＷ２は３８ｍｍ、チップ部５の第一水平
面５３の略水平方向Ｂの長さＷ３は５ｍｍのものが考えられる。
【００２４】
　支持具２は、固定具１に形成された複数の開口部６のいずれの箇所にも着脱自在に取付
られるものである。そして、支持具２の上面２０には、第一接面２２と、第二水平面２３
とが形成されている。第一接面２２は、下側傾斜面５４に当接するように形成されている
。第二水平面２３は、第一接面２２に連続するように形成されている。尚、第二水平面２
３は、支持具２を開口部６内に挿入した場合、開口部６の外部に突出している部分である
。
【００２５】
　そして、支持具２の下面２１には、第二接面２４と、第三接面２５と、垂直面２６と、
第三水平面２７とが形成されている。第二接面２４は、上側傾斜面５２に当接するように
形成されている。第三接面２５は、第一水平面５３に当接するとともに第二接面２４に連
続して形成されている。垂直面２６は、第二接面２４に連続して形成されている。第三水
平面２７は、垂直面２６に連続して形成されている。尚、第三水平面２７、支持具２を開
口部６内に挿入した場合、開口部６の外部に突出している部分である。
【００２６】
　本実施の形態１においては、支持具２の下面２１において、垂直面２６および第三水平
面２７を備える例を示した。しかしこれに限られることはなく、例えば、第三接面２５を
そのまま延長して開口部６の外部に突出している部分まで形成することも可能である。し
かしながら、その場合には受け具３の高さ方向Ａの長さが長くなり、荷重として設置され
る形状において自由度が減る。よって、垂直面２６および第三水平面２７を備え、支持具
２の受け具３側の高さ方向Ａの長さを短くする。そして、受け具３の高さ方向Ａの長さが
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実質的に短くなり、荷重として設置される形状の自由度が増える。
【００２７】
　支持具２の両側面は、固定具１の支柱４のコ字状の両内側面４０に当接するように形成
されている。第四接面２８は、第一内側面４１に当接するように形成されている。第五接
面２９は、第二内側面４２に当接するように形成されている。尚、支持具２の横方向の長
さＷ１は６ｍｍ、支持具２の開口部６内挿入される部分の略水平方向Ｂの長さＷ２は３８
ｍｍ、支持具２の第三接面２５の略水平方向Ｂの長さＷ３は５ｍｍと、チップ部５の長さ
と略同一にて形成する例が考えられる。よって、支持具２の長さＷ２は、開口部６の長さ
Ｔ３より短く形成されている。よって、支持具２が開口部６に装着される際、支持具２の
後端２ｂが支柱４に当接することはない。
【００２８】
　支持具２には、電源部３３が形成されている。電源部３３は固定具１に装着した際のコ
字状の閉鎖側Ｘ１の端部としての後端２ｂに、配線部４４に接触して固定具１の開口部６
の開口側から外部に電源を引き出すためのものである。そして、支持具２には、取付部３
０と溝部３１とが形成されている。取付部３０は、電源部３３を取付るためのものである
。溝部３１は、この取付部３０に連接し、支持具２の前端２ａに至るまで形成されている
。そして、電源部３３は、スプリング電極部３４と引き出し線部３５とにて形成されてい
る。スプリング電極部３４は、配線部４４に電気的に接続するため取付部３０に取付られ
ている。引き出し線部３５は、スプリング電極部３４に接続され溝部３１に装着されてい
る。
【００２９】
　尚、電源部３３は、配線部４４に電気的に接続可能なものであればよく、スプリング電
極部３４に限られるものではない。しかしながら、支持具２の後端２ｂと支柱４とが当接
することがないように構成されることが条件となる。これは支持具２の後端２ｂが支柱４
に当接すると、支持具２が開口部６内にて浮く様な状態となり、各面の当接が不安定とな
ったり、当接自体ができなくなる可能性が生じるためである。
【００３０】
　また、支持具２に電源部３３を形成しない場合には、図１１および図１２に示したよう
に、電源部３３、取付部３０、溝部３１などを備えていない支持具２を構成することが可
能である。その場合、電源は確保できないものの、構成が簡便となり作成が容易となる。
尚、支持具２の後端２ｂと支柱４とが当接することがないように構成されている点は、先
に示した場合と同様に構成されているものである。
【００３１】
　受け具３は、支持具２の開口部６に装着される側と反する側に固着され、荷重としての
棚具８を支持するものである。尚、支持具２と受け具３とは、例えば溶接により固着して
形成することが可能である。また、支持具２と受け具３とを一体に形成して形成すること
も可能である。そして、この棚具８の自重により、受け具３が荷重を受ける。
【００３２】
　そして、受け具３を備えた支持具２は、固定具１の開口部６内に挿入される。そして、
受け具３には、荷重の方向、すなわち高さ方向Ａの矢印と逆方向に力がかかっている。こ
の場合、支持具２が開口部６内にてどのように支持されているかについて説明する。支持
具２の上面２０の第一接面２２の閉鎖側Ｘ１の上縁が、開口部６のチップ部５の下面５０
の下側傾斜面５４に接触して保持される。さらに、支持具２の下面２１の第三接面２５が
、開口部６のチップ部５の上面５１の第一水平面５３に接触して保持される。さらに、支
持具２の側面の第四接面２８および第五接面２９は、固定具１の両内側面４０、第一内側
面４１および第二内側面４２に当接することによって規制されている。すなわち、支持具
２は、受け具３の荷重により、開口部６内において固定具１に保持される。よって、支持
具２は、受け具３の荷重の負荷により、動くことなく設置することができる。
【００３３】
　また、受け具３に荷重の方向と逆の方向、すなわち高さ方向Ａの矢印の方向に力がかか
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る場合について説明する。これは、例えば、受け具３に人または物などがぶつかり、受け
具３が跳ね上がることにより考えられる負荷である。この場合、支持具２が開口部６内に
てどのように支持されているかについて説明する。支持具２の上面２０の第一接面２２の
開放側Ｘ２の上縁が、開口部６のチップ部５の下面５０の下側傾斜面５４に接触して保持
される。さらに、支持具２の下面２１の第二接面２４が、開口部６のチップ部５の上側傾
斜面５２に接触して保持される。さらに、先に示した場合と同様に、支持具２の側面の第
四接面２８および第五接面２９は、固定具１の両内側面４０である、第一内側面４１およ
び第二内側面４２に当接することによって規制されている。すなわち、支持具２は、受け
具３の跳ね上がりが生じても、固定具１に保持される。よって、支持具２は、受け具３の
跳ね上がりの負荷により、動くことなく設置することができる。
【００３４】
　棚具８は、枠体８１とガラス板部８２と照明部８３とにて形成されている。枠体８１は
、一対の受け具３に保持されている。ガラス板部８２は、枠体８１の中央部に保持されて
いる。照明部８３は、枠体８１の前面下方に設置された例えばＬＥＤなどにて形成されて
いる。また、照明部８３は、引き出し線部３５から電源が供給されているものである。尚
、本実施の形態１においては照明部８３を例に示した。しかしこれに限られることはなく
、電源を必要とし、受け具３が物理的に支持可能であるものであればいずれでもよい。例
えば、液晶パネルなどの表示装置、ＬＥＤ以外のスポットライトなど様々な電気装置への
適応が可能となる。
【００３５】
　そして、本実施の形態１の支持装置において、固定具１は、支柱４を一対有し、一対の
支柱４の開口部６は、高さ方向において略同一箇所に形成されている。そして、一対の支
柱４の高さ方向において略同一位置に形成された一対の開口部６に、一対の支持具２が挿
入されている。そして、一対の支持具２の一対の受け具３には、一対の受け具３を跨がる
荷重としての枠体８１が支持されているものである。尚、枠体８１以外でも利用すること
は可能であり、図１３に示すように、一対の受け具３を跨がる荷重としてのダブルアーム
ハンガー部９を利用することも可能である。
【００３６】
　また、これに限られることはなく、固定具１を１つの支柱４にて構成することも可能で
ある。その場合は、例えば図１３に示すように、支柱４に跨がることのない荷重としての
フック部１０を利用する場合が考えられる。また、図１３に示すように、支柱４がディス
プレイ側に露出しないように、パネル部１１を設置することが可能である。このように、
支持装置は、利用の条件に応じて適宜設定することが可能である。
【００３７】
　上記の構成において、開口部６の開口は、高さ方向Ａの長さＴ１が横方向の長さＴ２の
５倍以上である例を示したが、この例について説明する。本願発明の支持装置の支柱４の
開口部６の開口は、製品の性質の美観上、横方向の長さＴ２をなるべく短く設定すること
が望まれている。そこで、開口部６の縦方向の長さＴ１を横方向の長さＴ２と同様の長さ
にて形成することも可能ではある。しかしその場合、支持具２にて支持することができる
荷重の許容範囲が小さくなる。そこで、支持装置として利用価値のある荷重を支持するた
めには、開口部６の開口の縦方向の長さＴ１を横方向の長さＴ２の５倍以上として形成し
、開口部６に挿入される支持具２を形成することにより所望の荷重を保持することが可能
となる。
【００３８】
　次に上記のように構成された実施の形態１の支持装置の使用方法について説明する。ま
ず、支柱４に各チップ部５をネジ止め部４５およびネジ穴５７を用いてネジにてネジ止め
する。そして、支柱４のコ字状の内部に、各チップ部５を固定する。次に、各チップ部５
が固定された一対の支柱４を、設置具７により床上に略垂直方向Ａに姿勢が保持されるよ
うに設置する。
【００３９】
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　次に、一対の支持具２を、一対の支柱４の、高さ方向Ａにおいて略同一位置にそれぞれ
挿入する。
この際、支持具２の上面２０および下面２１が、開口部６のチップ部５の上面５１および
下面５０と平行となり沿うように挿入していく。そして、支持具２を開口部６内に設置す
る。
そして、この一対の支持具２の一対の受け具３に、枠体８１を挿入して支持する。また、
設置具７の電源接続部７２に電源が接続されると、支柱４の配線部４４に送電され、電源
部３３を介して、棚具８の照明部８３が点灯する。
【００４０】
　上記のように構成された実施の形態１の支持装置によれば、支柱の内部に複数のチップ
部を固定して、開口部を形成される。そして、この開口部に支持具を挿入する。このこと
により、荷重の設置位置を縦方向において自由に変更でき、かつ、荷重を支持する箇所が
ぐらつくことを抑制でき、かつ、荷重を支持する箇所の設置箇所の露出を小さくすること
ができ、かつ、低コストにて形成できる。
【００４１】
　さらに、支持具の上面には、第一接面に連続する第二水平面が形成され、支持具の下面
には、第二接面に連続する垂直面および垂直面に連続する第三水平面が形成されているた
め、受け具の構成を小さくすることができ、荷重の形状の自由度が増す。
【００４２】
　さらに、各チップ部は、支柱にネジ止により支柱のコ字状の内部に固定されているので
、簡便な構成にて、各チップ部を支柱に固定することができる。よって、さらに低コスト
にて形成することができる。
【００４３】
　さらに、固定具は、支柱に配線部を有している。そして、支持具は、固定具に装着した
際、配線部に接触して固定具の開口部の開口側から外部に電源を引き出す電源部を有して
いる。よって、開口部の開口側の外部において、容易に電源を確保することができる。
【００４４】
　さらに、電源部は、スプリング電極部と、引き出し線部とにて形成されている。よって
、確実に電源を確保することができる。
【００４５】
　さらに、チップ部は、上側傾斜面が、略水平方向とのなす傾斜角が略１６０度にて形成
されている。よって、下側傾斜面が、上側傾斜面と平行にて形成されているため、荷重を
確実に保持することができる。
【００４６】
　さらに、支柱を一対有し、一対の支柱の高さ方向において略同一位置に形成され一対の
開口部に挿入される一対の支持具および一対の受け具を備えている。よって、一対の受け
具を跨がる荷重を容易にかつ確実に支持することができる。
【００４７】
実施の形態２．
　上記実施の形態１においては、チップ部５の上面５１および下面５０にて形成される傾
斜の方向が、閉鎖側Ｘ１から開放側Ｘ２に向かうほど上方側に傾斜するように形成する例
を示した。本実施の形態２においては、チップ部５の上面５１および下面５０にて形成さ
れる傾斜の方向が、閉鎖側Ｘ１から開放側Ｘ２に向かうほど下方側に傾斜するように形成
する例について説明する。これに関連する箇所以外の部分は、上記実施の形態１と同様で
あるためその説明は適宜省略する。また、本実施の形態２においては、電源部を備えない
例について説明する。
【００４８】
　図１４はこの発明の実施の形態２における支持装置の固定具のチップ部の構成を示す図
である。そして、図１４（ａ）は左側面図、図１４（ｂ）は平面図、図１４（ｃ）は底面
図、図１４（ｄ）は正面図、図１４（ｅ）は背面図である。尚、固定具のチップ部の右側
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面図は、図１４（ａ）と対称にあらわれる。
【００４９】
　図１５はこの発明の実施の形態２における支持装置の支持具の構成を示す図である。そ
して、図１５（ａ）は左側面図、図１５（ｂ）は右側面図、図１５（ｃ）は平面図、図１
５（ｄ）は底面図、図１５（ｅ）は正面図、図１５（ｆ）は背面図である。
【００５０】
　図１６はこの発明の実施の形態２における支持装置の固定具の構成を示す図である。そ
して、図１６（ａ）は右側面図、図１６（ｂ）は左側面断面図である。図１７は図１４、
図１５、図１６に示した支持装置の支持具を固定具に挿入し、支持具に受け具が固着され
た状態を示す左側部分断面図である。
【００５１】
　図において、上記実施の形態１と同様の部分は同一符号を付して説明を省略する。チッ
プ部５の上面５１は、上側傾斜面１５２にて形成されている。上側傾斜面１５２は、支柱
４のコ字状の閉鎖側Ｘ１から開放側Ｘ２に向かうほど下方側に傾斜して形成されている。
また、チップ部５の下面５０は、下側傾斜面１５４と第一水平面１５３とにて形成されて
いる。下側傾斜面１５４は、支柱４のコ字状の閉鎖側Ｘ１から開放側Ｘ２に向かうほど下
方側に傾斜して開放側Ｘ２に至るように形成されている。第一水平面１５３は、下側傾斜
面１５４に連続して支柱４のコ字状の開放側Ｘ２に至るように形成されている。そして下
側傾斜面１５４は、略水平方向Ｂとのなす傾斜角θが略１６０度にて形成されている。尚
、傾斜角θの略１６０度とは、荷重を支える上で最適な例として示したが、±２度程度の
誤差範囲であれば同様の効果を奏する。
【００５２】
　また、上側傾斜面１５２は、下側傾斜面１５４と略平行に形成されている。そして、各
チップ部５は、上記実施の形態１と同様に、図１６に示すように、固定具１の支柱４のコ
字状の内部にネジ穴５７を介して第一側面５５から第二側面５６に渡って貫通して固定さ
れ、開口部６は上記実施の形態１と同様に形成されている。
【００５３】
　支持具２の上面２０には、第二接面１２４と、第三接面１２５と、垂直面１２６と、第
三水平面１２７とが形成されている。第二接面１２４は、下側傾斜面１５４に当接するよ
うに形成されている。第三接面１２５は、第一水平面１５３に当接するとともに第二接面
１２４に連続するように形成されている。垂直面１２６は、第三接面１２５に連続して形
成されている。第三水平面１２７は、垂直面１２６に連続して形成されている。尚、第三
水平面１２７、支持具２を開口部６内に挿入した場合、開口部６の外部に突出している部
分である。
【００５４】
　そして、支持具２の下面２１には、第一接面１２２と、第二水平面１２３とが形成され
ている。第一接面１２２は、上側傾斜面１５２に当接するように形成されている。第二水
平面１２３は、第一接面１２２に連続するように形成されている。尚、第二水平面１２３
は、支持具２を開口部６内に挿入した場合、開口部６の外部に突出している部分である。
尚、受け具３は上記実施の形態１と同様に、支持具２の開口部６に装着される側と反する
側に固着され構成されている。
【００５５】
　そして、受け具３を備えた支持具２は、固定具１の開口部６内に挿入される。そして、
受け具３には、荷重の方向、すなわち高さ方向Ａの矢印と逆方向に力がかかっている場合
ついて説明する。この場合、支持具２が開口部６内にてどのように支持されているかにつ
いて説明する。支持具２の上面２０の第二接面１２４の閉鎖側Ｘ１の上縁が、開口部６の
チップ部５の下面５０の下側傾斜面１５４に接触して保持される。さらに、支持具２の下
面２１の第一接面１２２の開放側Ｘ２の下縁が、開口部６のチップ部５の上側傾斜面１５
２に接触して保持される。さらに、上記実施の形態１と同様に、支持具２の側面の第四接
面２８および第五接面２９は、固定具１の両内側面４０である、第一内側面４１および第
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３の荷重により、開口部６内において固定具１に保持される。よって、支持具２は、受け
具３の荷重の負荷により、動くことなく設置することができる。
【００５６】
　また、受け具３に荷重の方向と逆の方向、すなわち高さ方向Ａの矢印の方向に力がかか
る場合について説明する。この場合、支持具２が開口部６内にてどのように支持されてい
るかについて説明する。支持具２の上面２０の第三接面１２５が、開口部６のチップ部５
の下面５０の第一水平面１５３に接触して保持される。さらに、支持具２の下面２１の第
一接面１２２の閉鎖側Ｘ１の下縁が、開口部６のチップ部５の上側傾斜面１５２に接触し
て保持される。さらに、先に示した場合と同様に、支持具２の側面の第四接面２８および
第五接面２９は、固定具１の両内側面４０である、第一内側面４１および第二内側面４２
に当接することによって規制されている。すなわち、支持具２は、受け具３の跳ね上がり
の負荷により、固定具１に保持される。よって、支持具２は、受け具３の跳ね上がりによ
り、動くことなく設置することができる。
【００５７】
　次に上記のように構成された実施の形態２の支持装置の使用方法について説明する。ま
ず、上記実施の形態１と同様に、支柱４に各チップ部５をネジ止め部４５およびネジ穴５
７を用いてネジにてネジ止めして、支柱４のコ字状の内部に各チップ部５を固定する。次
に、各チップ部５が固定された支柱４を、設置具７により床上に略垂直方向Ａに姿勢が保
持されるように設置する。次に、支持具２は、各チップ部５により形成された開口部６内
に挿入される。この際、支持具２の上面２０および下面２１が、開口部６のチップ部５の
上面５１および下面５０と平行となり沿うように挿入していく。そして、支持具２を開口
部６内に設置する。そして、受け具３は支持具２を介して固定具１に設置される。尚、支
柱４を一対備える場合には、上記実施の形態１と同様に構成することができる。
【００５８】
　上記のように構成された実施の形態２の支持装置によれば、上記実施の形態１とチップ
部および支持具の傾斜の方向は異なるものの、上記実施の形態１と同様に、各チップ部に
て形成された固定具の開口部に、受け具を着脱可能に形成できる。そして、各チップ部の
上面および下面にて、受け具の下面および上面がそれぞれ当接する。さらに、固定具の両
内側面にて、受け具の第四接面および第五接面を当接している。このため、上記実施の形
態１と同様の効果を奏することができる。
【００５９】
　尚、本発明は、その発明の範囲内において、各実施の形態を自由に組み合わせたり、各
実施の形態を適宜、変形、省略することが可能である。
【要約】
略水平断面がコ字状の支柱（４）、支柱（４）に固定された複数のチップ部（５）、チッ
プ部（５）の下面（５０）と、他のチップ部（５）の上面（５１）と、支柱の両内側面（
４０）とにて形成された開口部（６）を有する固定具（１）と、開口部（６）に着脱自在
の支持具（２）と、支持具（２）に固着された受け具（３）とを備え、チップ部（５）は
上側傾斜面（５２）と、第一水平面（５３）と、下側傾斜面（５４）とが形成され、支持
具（２）は、下側傾斜面（５４）に当接する第一接面（２２）と、上側傾斜面（５２）に
当接する第二接面（２４）および第一水平面（５３）に当接する第三接面（２５）と、固
定具（１）の両内側面（４０）に当接する第四接面（２８）および第五接面（２９）とが
形成されている。
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